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は
じ
め
に

日
本
の
民
衆
に
広
く
信
仰
さ
れ
て
き
た
神
仏
の
ひ
と
つ
に
、
弁
才
天
（
弁
財
天
）
が
あ
る
。
弁
才
天
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
（Sarasvati

）
河
が
神
格
化
さ
れ
た
女
神
が
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
我
が
国
で
は
、
市

杵
嶋
姫
命
等
と
習
合
し
、
水
の
神
や
海
の
神
、
漁
業
の
神
、
幸
福
・
学
問
・
弁
舌
・
音
楽
・
除
災
の
神
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
弁
才
天
を
景
観
よ
り
見
る
と
、
海
上
や
湖
沼
の
島
に
祀
る
例
が
非
常
に
多
い
。
よ
く
知
ら
れ
る
例
と
し
て
は
、
北
九
州
の

沖
ノ
島
や
安
芸
の
厳
島
、
琵
琶
湖
の
竹
生
島
、
相
模
の
江
の
島
や
宮
城
の
金
華
山
島
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
竹
生
島
（『
竹
生

島
縁
起
』『
帝
王
編
年
記
』）
と
江
の
島
（『
江
島
縁
起
絵
巻
』）
は
、
島
の
出
現
伝
承
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
は
、「
弁
天
島
」

と
称
し
て
弁
才
天
の
女
神
が
祀
ら
れ
る
海
や
湖
沼
の
島
は
実
に
多
く
、
日
本
地
図
で
確
認
し
て
も
百
箇
所
を
下
ら
な
い
。
ま
た
神
社

や
寺
院
の
境
内
に
祀
ら
れ
る
弁
天
社
は
、
こ
の
景
観
的
特
徴
を
模
し
た
よ
う
に
、
周
囲
に
堀
を
巡
ら
せ
、
参
道
に
橋
を
設
置
し
て
い

る
社
も
数
多
い
。

歴
史
学
の
笹
間
良
彦
は
、
こ
の
弁
才
天
の
景
観
的
な
特
徴
に
つ
い
て
、
弁
才
天
が
宇
賀
御
魂
神
や
宗
像
三
女
神
と
習
合
し
た
こ
と

に
よ
り
土
地
や
水
に
縁
あ
る
も
の
に
関
係
す
る
人
々
の
信
仰
を
か
ち
取
り
、
日
本
古
来
の
女
性
崇
拝
や
古
代
の
女
菩
薩
思
想
、
大
衆

の
理
想
郷
思
想
が
託
さ
れ
た
と
し
て
、
池
沼
の
中
島
や
水
辺
の
神
聖
な
場
所
に
居
ま
す
弁
才
天
は
、
龍
宮
の
乙
姫
様
の
イ
メ
ー
ジ
と

合
致
し
た
の
だ
と
論
じ
て
い
る（

1
）。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
弁
天
島
と
弁
財
天
信
仰
の
研
究
は
、
海
上
や
海
中
の
他
界
を
も
視
野
に
含
め
た
、
海
の
神
や
海
洋
へ
の
信
仰

の
様
相
と
特
色
、
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
う
え
で
の
重
要
な
研
究
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
弁
才
天
に
限
ら
な
い
が
、
宗
教
民
俗
学
の
五
来
重
は
、
も
と
は
海
の
彼
方
の
常
世
か
ら
神
が
島
伝
い
に
や
っ
て
く
る
と
い

う
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し（

2
）、

景
観
論
の
野
本
寛
一
も
、
海
の
立
神
岩
や
先
島
、
湾
口
島
は
、
本
来
は
海
の
彼
方
か
ら
や
っ
て
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来
る
神
の
飛
び
石
で
あ
る
と
す
る
信
仰
を
論
じ
て
い
る（

3
）。

本
稿
で
は
、
日
本
人
の
海
洋
信
仰
の
特
色
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
南
房
総
海
岸
地
域
の
鴨
川
市
で
通
称

「
磯
村
弁
財
天
」
と
称
す
る
弁
天
島
と
そ
の
地
域
を
対
象
と
し
て
、
信
仰
の
様
相
と
変
遷
に
つ
い
て
考
察
し
民
俗
学
的
に
研
究
す
る
。

一

千
葉
県
鴨
川
市
磯
村
字
弁
天
島
の
概
況

千
葉
県
鴨
川
市
磯
村
は
、
千
葉
県
の
南
東
部
、
Ｊ
Ｒ
安
房
鴨
川
駅
か
ら
約
一
km
の
距
離
に
所
在
す
る
。
加
茂
川
が
東
の
太
平
洋
に

注
ぐ
河
口
の
南
側
に
位
置
し
、
そ
の
北
側
に
前
原
、
北
西
側
駅
周
辺
を
横
渚
、
西
側
に
貝
渚
が
接
し
て
い
る
。
そ
の
東
側
の
海
に
弁

天
島
が
浮
か
ん
で
い
る
。

磯
村
は
、
一
五
世
紀
後
半
の
京
都
聖
護
院
門
跡
で
あ
っ
た
道
興
准
后
に
よ
る
東
国
巡
歴
の
紀
行
誌
文
集
『
廻
国
雑
記
』
に
「
磯
部

の
村
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
一
五
世
紀
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
戦
国
時
代
か
ら
慶
長
一
九
年

（
一
六
一
四
）
に
改
易
さ
れ
る
ま
で
安
房
国
の
領
主
で
あ
っ
た
里
見
家
が
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
四
）
に
家
臣
の
身
分
・
役
職

や
禄
高
な
ど
を
記
録
し
た
『
里
見
家
分
限
帳
』
と
称
す
る
帳
簿
に
は
、「
高
二
四
石
五
斗

御
蔵
入

磯
村
、
但
し
町
割
り
地
は
金

子
に
て
上
納
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
磯
村
は
、
村
高
二
四
石
五
斗
の
小
村
で
あ
っ
た
が
、
船
宿
や
旅
籠
も
営
業
し
町
場
が
形
成
さ
れ
、

町
場
の
年
貢
が
金
子
（
貨
幣
）
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
陣
屋
町
・
殿
町
・
北
町
・
新
町
な
ど
の
小
字
名
は
、

そ
の
名
残
で
あ
る（

4
）。

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
横
渚
よ
り
前
原
町
が
分
離
独
立
し
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
三
月
に
磯
村
・
貝
渚
・
横
渚
・
前
原

の
四
町
村
が
合
併
し
鴨
川
町
と
な
っ
た
。
明
治
期
の
鴨
川
町
は
東
京
・
勝
浦
間
の
汽
船
が
寄
港
し
、
長
狭
街
道
を
は
じ
め
多
く
の
里

道
が
交
差
し
、
物
質
の
集
散
、
人
物
・
車
両
の
往
来
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
移
住
し
て
住
み
着
く
人
も
多
く
、
磯

村
は
、
地
元
で
は
「
磯
村
千
軒
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た（

5
）。
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図　鴨川略図（鴨川市教育委員会『鴨川町のあゆみ』より）
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し
か
し
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
『
鴨
川
町
誌
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

往
時
は
前
面
の
弁
天
島
に
連
接
し
、
戸
数
七
〇
〇
有
余
、
沿
海
著
名
な
漁
村
な
り
し
も
、
年
々
土
地
欠
壊
流
亡
し
、
居
民
そ

の
渚
に
安
ず
る
能
は
ず
、
漸
々
退
去
し
て
貝
渚
地
に
移
住
し
、
現
今
の
戸
数
七
〇
余
、
反
別
九
反
一
二
歩
を
余
す
の
み（

6
）。

そ
し
て
こ
の
頃
、
住
所
番
地
と
は
別
に
、
磯
村
と
貝
渚
の
一
部
を
「
大
浦
区
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
り
、
鴨
川
町
は
、
前
原
・
横

渚
・
貝
渚
・
川
口
・
大
浦
の
五
部
落
と
な
っ
た
。

漁
業
の
面
に
つ
い
て
は
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
に
磯
村
・
貝
渚
連
合
戸
長
役
場
が
郡
部
長
に
提
出
し
た
『
漁
業
沿
革
誌
』
を

も
と
に
、『
鴨
川
町
の
あ
ゆ
み
』
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

磯
村
は
戸
数
九
〇
戸
で
、
貝
渚
村
と
ほ
と
ん
ど
一
村
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。
漁
獲
は
イ
ワ
シ
・
サ
バ
・
カ
ツ
オ
・
マ
グ

ロ
な
ど
で
あ
っ
た
。
カ
ツ
オ
漁
は
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
こ
ろ
起
こ
り
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
こ
ろ
マ
グ
ロ
漁
が
起
こ
り
、

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
八
手
網
が
登
場
す
る
一
方
、
イ
カ
・
サ
バ
・
タ
コ
漁
が
起
こ
っ
た
。

イ
ワ
シ
漁
は
、
船
三
隻
で
一
隻
に
一
二
人
乗
り
込
み
、
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
沖
に
出
て
八
手
網
で
漁
獲
し
た
。
八
手
網
は

風
呂
敷
の
よ
う
に
網
を
張
り
、
イ
ワ
シ
が
網
の
上
に
来
た
と
き
に
引
き
上
げ
た
。
サ
バ
漁
は
釣
り
漁
で
、
イ
ワ
シ
漁
よ
り
も
少

し
沖
に
出
た
。
サ
ン
マ
漁
は
船
三
隻
で
一
隻
に
一
〇
～
一
二
人
乗
り
込
み
、
一
～
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
沖
に
出
た
。
そ
し

て
二
隻
の
船
が
左
右
に
漕
ぎ
分
か
れ
て
魚
群
を
囲
み
、
残
り
の
一
隻
が
海
面
を
竹
竿
で
叩
く
な
ど
し
て
網
に
追
い
込
ん
だ
。
漕

ぎ
網
と
呼
ば
れ
る
漁
法
で
あ
る
。
カ
ツ
オ
漁
は
釣
り
漁
で
、
船
一
隻
に
一
五
～
一
六
人
乗
り
込
み
、
一
〇
～
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
沖
に
出
た
。
マ
グ
ロ
漁
は
船
一
隻
に
一
二
～
一
六
人
乗
り
込
み
、
八
～
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
沖
に
出
て
、
一
本
の
縄
に
枝
縄

を
結
ん
で
針
を
つ
け
た
縄
釣
り
漁
を
行
っ
た（

7
）。
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こ
れ
ら
の
漁
で
は
、
清
澄
山
と
浅
間
山
が
「
ヤ
マ
ア
テ
」
の
山
に
な
っ
た（

8
）。

ま
た
前
原
浦
に
お
け
る
地
引
網
漁
は
、
江
戸
時
代
中

頃
か
ら
三
張
り
の
地
引
網
が
、
仲
間
組
織
を
つ
く
り
経
営
・
操
業
し
て
い
た
。
漁
獲
し
た
魚
は
、
そ
の
ま
ま
売
却
し
た
ほ
か
、
ひ
ら

き
・
干
物
に
し
た
。
干
鰯
や
〆
粕
、
カ
ツ
オ
節
と
し
て
加
工
す
る
こ
と
も
あ
っ
た（

9
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
岩
礁
に
富
む
海
岸
線
は
、
磯
根
資
源
に
恵
ま
れ
、
ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
・
エ
ビ
・
海
藻
な
ど
の
浅
海
漁
場
と
な
っ

て
い
る
。
磯
の
岩
場
を
「
ネ
」、
砂
地
を
「
ク
マ
」
と
い
う（
10
）。

海
士
や
海
女
が
潜
り
漁
を
行
う
。

漁
業
の
同
業
者
組
織
と
し
て
、
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
に
安
房
東
海

漁
業
組
合
が
設
立
さ
れ
、
明
治
三
六
年
（
一
九
一
三
）
に
鴨
川
漁
業
組
合
が

発
足
、
こ
れ
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
頃
に
鴨
川
町
漁
業
組
合
に
名
称
変

更
を
し
た（
11
）。

他
に
小
型
船
組
合
、
掛
網
（
海
老
網
）
組
合
、
海
士
組
合
、
釣

り
船
組
合
な
ど
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
他
に
魚
を
商
売
す
る
鮮
魚
商
組
合

や
煮
干
し
や
カ
ツ
オ
節
な
ど
に
加
工
す
る
加
工
組
合
が
あ
る（
12
）。

そ
の
後
昭
和
四
六
年
、
鴨
川
市
が
誕
生
し
た
。
こ
の
弁
天
島
に
祀
ら
れ
、

海
の
神
様
、
大
漁
万
作
・
海
上
安
全
・
開
運
繁
栄
の
守
り
神
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
き
た
厳
島
神
社
が
、
通
称
「
磯
村
弁
財
天
」
で
あ
る
【
図
・
写
真

1
参
照
】。

以
上
、
弁
天
島
が
所
在
し
て
い
る
千
葉
県
鴨
川
市
磯
村
に
つ
い
て
、
歴

史
と
漁
業
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
次
章
か
ら
は
弁
天
島
（
磯
村
弁
財
天
）
の

起
源
伝
承
と
祭
礼
習
俗
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

写真 1　鴨川漁港と弁天島（右）、荒島（左）
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二

鴨
川
弁
天
島
に
関
わ
る
起
源
伝
承

磯
村
弁
財
天
の
開
創
に
関
す
る
近
代
の
文
献
資
料
と
し
て
、『
千
葉
県
寺
院
明
細
帳
』『
鴨
川
町
誌
』『
千
葉
県
神
社
名
鑑
』
が
あ

り
、
以
下
古
い
史
料
か
ら
順
に
紹
介
し
考
察
す
る
。

○
海
満
山
金
剛
院
の
縁
起
伝
承
（『
千
葉
県
寺
院
明
細
帳
』・
明
治
一
五
年
）

ま
ず
、
最
初
に
弁
才
天
像
が
安
置
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
磯
村
弁
財
天
の
別
当
寺
を
努
め
た
金
剛
院
の

縁
起
伝
承
を
見
て
い
く
。
金
剛
院
は
現
在
、
真
言
宗
智
山
派
に
属
し
て
い
る
寺
で
あ
る
。
慈
覚
大
師
作
と
伝
え
る
ご
本
尊
の
観
音
菩

薩
立
像
の
隣
の
厨
子
に
、
や
は
り
慈
覚
大
師
作
と
伝
え
る
弁
才
天
座
像
を
安
置
し
て
い
る
。

『
千
葉
県
寺
院
明
細
帳
』
は
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
に
千
葉
県
の
照
会
に
対
す
る
各
寺
院
か
ら
の
回
答
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
次
に
引
用
し
た
文
章
は
、
詳
細
な
年
号
・
月
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
一
五
年
当
時
に
は
、
本
書
が
参
照
し
た
縁
起

の
古
文
書
資
料
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

承
和
十
三
丙
寅
年
九
月
慈
覚
大
師
回
国
ノ
ヲ
リ
、
海
中
ヨ
リ
光
明
輝
キ
其
中
ヨ
リ
仏
音
ヲ
発
シ
テ
曰
ク
汝
ヲ
待
事
久
シ
。
則

辨
才
天
女
ノ
御
姿
ヲ
顕
ハ
シ
給
エ
、
吾
レ
此
島
ニ
長
ク
有
テ
一
功
衆
生
ノ
貧
窮
ヲ
救
ハ
ン
ト
。
宣
テ
依
之
大
師
右
等
本
尊
並
辨

才
天
女
ノ
御
姿
ヲ
御
自
作
有
テ
安
置
シ
奉
リ
、
時
ニ
海
満
山
金
剛
院
ト
号
シ
テ
創
立
。
建
久
四
癸
丑
年
十
月
中
興
第
一
世
祐
海
。

寛
延
年
中
迄
寺
並
ニ
境
内
等
磯
村
字
山
ノ
腰
ト
申
處
ニ
有
之
■

（
判
読
不
可
）處

漸
々
波
欠
ニ
付
宝
歴
元
辛
未
年
正
月
現
今
出
町
エ
轉
寺（

13
）。

こ
れ
は
、
承
和
一
三
年
（
八
四
六
）
に
慈
覚
大
師
が
諸
国
を
巡
っ
て
い
た
折
、
海
中
か
ら
光
明
が
輝
き
仏
音
を
発
し
、「
久
し
く
貴



160

方
の
来
訪
を
お
待
ち
し
て
い
た
」
と
、
弁
才
天
女
が
お
姿
を
顕
し
に
な
り
、「
私
は
こ
の
島
に
長
く
お
り
一
功
衆
生
の
貧
窮
を
救
い

た
い
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
大
師
は
、
ご
本
尊
と
弁
才
天
像
を
自
作
し
、
海
満
山
金
剛
院
を
創
立
し
た
と
い
う
開
創
伝
説
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
弁
才
天
女
の
示
現
と
霊
験
を
伝
え
る
伝
説
で
あ
り
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
寺
の
開
創
を
説
き
な
が
ら
、
本
尊
で
あ
る
観

音
菩
薩
よ
り
、
弁
才
天
女
の
示
現
と
作
像
に
重
点
を
置
い
て
説
い
て
お
り
、
両
像
を
安
置
し
て
寺
が
創
立
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

「
吾
レ
此
島
ニ
長
ク
有
テ
」
と
あ
り
、
こ
の
頃
す
で
に
弁
天
島
（
当
時
は
浮
島
）
が
信
仰
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
注

目
さ
れ
る
。
現
在
も
現
地
で
、
弁
天
島
は
か
つ
て
金
剛
院
の
土
地
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
弁
才
天
が
祀
ら
れ
る
前
か
ら
、

た
と
え
ば
行
場
な
ど
金
剛
院
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
神
聖
な
島
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
は
当
院
の
管
理
以
前
か
ら
古
代
信
仰
に
よ
っ

て
神
聖
視
さ
れ
る
島
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
慈
覚
大
師
開
創
か
ら
当
初
は
天
台
宗
寺
院
で
あ
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
が
、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
十
月
の
中
興
に
よ
り
、
何
か
の
経
緯
で
真
言
宗
寺
院
に
改
宗
、
再
興
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
寺
と
境
内
は
寛
延
年
中
ま
で
山
ノ
腰
に
あ
っ
た
が
、
年
々
敷
地
が
波
に
削
ら
れ
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
に
今
出
町
に

移
転
し
た
。
ま
た
現
住
職
か
ら
は
、
と
く
に
元
禄
の
大
津
波
に
よ
る
被
害
が
大
き
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

○
千
葉
県
鴨
川
町
『
鴨
川
町
誌
』（
大
正
五
年
）

次
に
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
『
鴨
川
町
誌
』
の
「
厳
島
神
社
」
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

磯
村
字
弁
天
島
に
在
り
。
祭
神
市
杵
島
姫
命
、
官
有
境
内
三
六
〇
坪
。
六
十
一
年
目
ご
と
、
己
巳
の
歳
三
月
開
帳
大
祭
を
行

う
。
船
橋
を
架
設
し
て
群
衆
を
渡
島
せ
し
む
。
そ
の
盛
況
東
都
の
錦
絵
に
出
る
。

創
建
年
暦
不
詳
。
伝
え
て
曰
く
、
金
剛
院
中
興
開
基
た
る
慈
覚
大
師
自
作
の
尊
像
を
境
内
に
奉
祀
し
、
永
年
当
院
別
当
た
り
。

寛
永
十
八
年
頃
、
弁
天
島
に
遷
宮
し
奉
る
。
元
禄
十
六
年
十
一
月
二
十
三
日
の
津
波
に
て
、
神
体
流
失
し
て
久
し
く
そ
の
儘
に

て
あ
り
き
。
宝
永
元
年
の
頃
漸
く
発
見
し
、
祠
を
再
建
し
て
奉
祀
せ
り
。
後
、
宝
暦
五
年
二
月
本
社
を
造
営
す（

14
）。
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こ
れ
は
、
ま
ず
六
一
年
目
ご
と
の
巳
年
御
開
帳
を
紹
介
し
、
創
建
は
不
詳
で
、
慈
覚
大
師
は
別
当
寺
金
剛
院
の
中
興
に
な
っ
て
い

る
。
金
剛
院
境
内
に
安
置
さ
れ
た
大
師
作
の
弁
財
天
像
を
、
寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
に
弁
天
島
に
移
し
て
安
置
し
遷
宮
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
大
地
震
に
伴
う
大
津
波
に
よ
っ
て
ご
神
体
像
が
流
失
し
、
翌
年
の
宝

永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
発
見
さ
れ
て
祠
を
再
建
し
、
そ
の
約
五
〇
年
後
の
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
本
殿
が
造
ら
れ
た
と
あ
る
。

本
記
述
に
よ
れ
ば
当
弁
財
天
は
、
当
初
は
中
興
し
た
慈
覚
大
師
が
金
剛
院
境
内
に
安
置
し
、
当
時
弁
天
島
は
浮
島
と
称
さ
れ
て
、

弁
財
天
は
祭
祀
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
何
故
に
寛
永
一
八
年
に
前
面
の
浮
島
に
弁
財
天
を
移
し

祀
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
平
成
二
三
年
の
鴨
川
市
教
育
委
員
会
編
纂
『
鴨
川
町
の
あ
ゆ
み
』
で
も
、
慈
覚
大
師
が
観
音
菩
薩
と
弁
財
天

女
の
尊
像
を
自
ら
刻
み
、
一
寺
を
中
興
し
て
納
め
、
寛
永
一
八
年
に
、
磯
村
前
面
の
浮
島
に
分
霊
を
祀
り
弁
財
天
像
を
納
め
て
、「
浮

島
弁
天
」
と
称
し
た
と
し
て
い
る（

15
）。

○
千
葉
県
神
社
庁
『
千
葉
県
神
社
名
鑑
』（
昭
和
六
二
年
）
に
お
け
る
「
由
緒
沿
革
」

昭
和
六
二
年
に
成
立
し
た
、
千
葉
県
神
社
庁
『
千
葉
県
神
社
名
鑑
』
に
お
け
る
「
厳
島
神
社
の
由
緒
沿
革
」
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

平
安
朝
時
代
仁
明
天
皇
の
承
和
年
間
（
八
三
九
）、
唐
よ
り
帰
朝
し
た
慈
覚
大
師
が
当
地
巡
錫
の
折
、
弁
財
天
女
の
御
姿
を
自

作
し
て
此
処
に
安
置
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
往
時
は
浮
島
弁
財
天
と
い
わ
れ
、
大
漁
万
作
・
海
上
安
全
・
開
運
繁
栄
の
守
り
神

と
し
て
多
く
の
人
に
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
弁
財
天
像
は
江
戸
時
代
徳
川
吉
宗
の
享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
）
御
万
方
大
仏

師
杢
之
進
の
謹
作
と
い
わ
れ
て
い
る（

16
）。
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ま
た
本
書
に
は
、
祭
神
は
市
杵
島
姫
命
、
例
祭
日
は
一
月
一
四
日
、
氏
子
四
〇
〇
戸
、
宮
司
鈴
木
博
明
と
記
さ
れ
て
お
り
、
神
事

芸
能
に
は
巳
年
と
亥
年
の
式
年
大
祭
御
開
帳
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

当
厳
島
神
社
は
、
平
安
時
代
承
和
年
間
に
慈
覚
大
師
が
造
っ
た
弁
財
天
女
像
を
安
置
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
こ
と
、
往
時
は

「
浮
島
弁
財
天
」
と
称
し
、
大
漁
万
作
・
海
上
安
全
・
開
運
繁
栄
の
守
り
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
と
く
に
元
禄
一
六
年

（
一
七
〇
三
）
の
大
津
波
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
が
、
現
在
の
像
は
享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
）
の
御
万
方
大
仏
師
杢
之
進
の
作

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
本
章
で
は
、
弁
天
島
に
関
わ
る
起
源
伝
承
に
つ
い
て
、
明
治
一
五
年
『
千
葉
県
寺
院
明
細
帳
』
の
別
当
寺
金
剛
院
の
報
告
、

大
正
五
年
『
鴨
川
町
誌
』
お
よ
び
昭
和
六
二
年
『
千
葉
県
神
社
名
鑑
』
の
厳
島
神
社
の
報
告
と
い
う
三
つ
の
文
献
資
料
を
調
査
分
析

し
た
。
こ
の
弁
天
島
に
関
わ
る
三
つ
の
開
創
伝
説
資
料
は
、
若
干
の
相
違
は
あ
る
が
共
通
す
る
こ
と
は
、
三
伝
説
と
も
弁
財
天
の
開

創
に
慈
覚
大
師
に
よ
る
作
像
を
伝
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
異
な
る
点
を
あ
げ
れ
ば
、
弁
才
天
女
の
示
現
と
霊
験
を
伝
え
て
い
る
の
は
最
も
古
い
と
思
わ
れ
る
金
剛
院
の
縁
起
の
み
で

あ
り
、『
鴨
川
町
誌
』
は
寛
永
一
八
年
の
弁
天
島
へ
の
遷
宮
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
注
目
さ
れ
る
相
違
点
は
元
禄
一
六
年
の
大
津

波
を
は
じ
め
と
す
る
被
害
へ
の
対
応
で
、
金
剛
院
縁
起
で
は
寺
・
境
内
の
移
転
で
あ
り
、『
鴨
川
町
誌
』
で
は
ご
神
体
流
失
と
発
見
、

祠
再
建
と
後
の
本
殿
造
営
、『
神
社
名
鑑
』
で
は
被
害
よ
り
も
新
尊
像
の
祭
祀
を
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
明
ら
か
に
大
津
波
被

害
に
対
す
る
復
興
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
に
相
違
が
あ
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
元
禄
の
大

地
震
を
中
心
と
す
る
大
津
波
に
よ
る
被
害
か
ら
の
復
興
経
過
の
時
代
に
、
弁
財
天
の
祭
祀
の
あ
り
方
に
何
ら
か
の
変
化
が
生
じ
た
こ

と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

地
元
で
は
か
つ
て
金
剛
院
が
も
っ
と
弁
天
島
に
隣
接
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、『
鴨
川
町
誌
』
に
も
磯
村
が
「
往
時
は
前
面

の
弁
天
島
に
連
接
し
」
て
い
た
と
記
し
、
昭
和
三
〇
年
頃
ま
で
は
干
潮
時
に
磯
を
足
を
濡
ら
し
な
が
ら
歩
い
て
島
へ
渡
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
か
つ
て
弁
天
島
は
現
在
よ
り
も
磯
村
に
近
し
く
隣
接
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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三

鴨
川
弁
天
島
の
祭
礼
習
俗

○
祭
礼

磯
村
弁
財
天
に
て
現
在
行
わ
れ
て
い
る
祭
礼
は
、
毎
年
正
月
一
四

日
の
「
大
漁
祈
願
祭
」
で
、
御
簾
ご
し
に
開
帳
し
、
宮
司
に
よ
る
ご

祈
祷
の
後
、
玉
串
奉
納
、
鴨
川
市
漁
業
組
合
を
は
じ
め
、
小
型
船
組

合
、
掛
網
組
合
、
釣
り
船
組
合
、
鮮
魚
商
組
合
、
加
工
組
合
の
代
表

者
、
漁
業
組
合
直
属
の
ア
グ
リ
網
（
定
置
網
）
船
主
が
大
漁
祈
願
を
行

う
。
翌
一
五
日
は
一
般
の
人
達
が
参
拝
す
る
。
お
札
が
配
ら
れ
、
漁

師
は
、
こ
の
お
札
を
船
の
真
ん
中
の
ハ
ト
箱
に
祀
ら
れ
て
い
る
船
霊

様
の
棚
に
お
祀
り
す
る
。

ま
た
各
船
の
正
月
の
「
乗
り
初
め
」
は
、
船
で
弁
天
様
の
沖
を
ま

わ
っ
て
安
全
と
豊
漁
を
祈
る
。

○
式
年
大
祭
（
巳
年
本
開
帳
・
亥
年
中
開
帳
）

六
〇
年
目
及
び
三
〇
年
目
に
行
わ
れ
る
「
式
年
大
祭
」
は
、
そ
れ

ぞ
れ
巳
年
本
開
帳
、
亥
年
中
開
帳
と
い
わ
れ
、
岸
よ
り
島
ま
で
の
海

上
に
船
橋
が
架
け
ら
れ
、
神
輿
や
山
車
も
繰
り
出
し
て
盛
況
で
あ
る

【
写
真
2
参
照
】。

写真 2　厳島神社大正12年（1923）亥年中開帳（鴨川市郷土資料館提供）
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昭
和
二
八
年
の
本
開
帳
は
、
一
月
の
総
代
会
で
基
本
事
項
を
取
り
決
め
、
二
月
に
厳
島
神
社
奉
賛
会
を
立
ち
上
げ
、
日
取
り
を
四

月
一
一
日
か
ら
一
三
日
の
三
日
間
と
決
定
、
直
ち
に
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、
東
は
銚
子
ま
で
、
西
は
木
更
津
ま
で
の
漁
業
関
係
者
に
船

橋
用
漁
船
の
提
供
協
力
を
依
頼
し
た
。

海
岸
か
ら
弁
天
島
ま
で
の
距
離
約
四
三
〇
m
に
、
岸
側
に
長
さ

約
五
四
m
、
島
側
に
約
一
二
三
m
の
桟
橋
を
組
み
立
て
、
そ
の
間

を
船
橋
で
つ
な
い
だ
。
大
漁
旗
や
祝
旗
で
飾
っ
た
大
小
四
四
艘
の

漁
船
を
横
に
並
べ
、
永
さ
七
間
（
約
一
二
m
）
の
太
い
丸
太
を
通
し

船
と
船
を
結
び
合
わ
せ
、
歩
き
や
す
い
よ
う
に
板
を
敷
き
渡
し
た
。

一
日
目
は
、
宮
司
・
神
輿
・
神
社
総
代
・
各
役
員
が
、
木
遣
り

歌
に
送
ら
れ
て
ご
本
尊
を
迎
え
に
島
に
渡
り
岸
に
戻
る
と
、
待
っ

て
い
た
神
輿
・
担
ぎ
屋
台
・
山
車
が
一
斉
に
気
勢
を
あ
げ
た
。
そ

の
後
一
般
参
拝
人
の
船
渡
り
が
は
じ
ま
っ
た
と
い
う（
17
）。

○
大
浦
の
担
ぎ
屋
台
の
出
現

担
ぎ
屋
台
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
磯
村
弁
財
天
の
祭
礼

に
初
め
て
披
露
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

後
磯
村
陣
屋
町
に
あ
っ
た
八
雲
神
社
の
祭
礼
に
披
露
さ
れ
る
が
、
そ

れ
ま
で
の
神
輿
と
山
車
に
加
え
て
、
囃
子
（
笛
・
大
太
鼓
・
小
太
鼓
）

を
乗
せ
た
屋
台
が
担
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
と
は
八
雲
神
社

お
よ
び
磯
村
弁
財
天
の
氏
子
で
あ
る
磯
村
と
貝
渚
村
一
部
の
宮
本

写真 3　大浦の担ぎ屋台巡行（鴨川市郷土資料館提供）
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講
・
観
音
講
・
山
若
講
・
明
神
講
と
い
う
祭
礼
の
組
に
各
一
基
ず
つ
配
属
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
二
台
が
現
存
し
、
現
在
実
際
は
漁

師
た
ち
に
よ
る
警
防
組
織
で
あ
る
大
浦
水
交
団
が
一
台
だ
け
担
ぐ
。

こ
の
屋
台
は
、
漁
師
た
ち
が
大
漁
祈
願
・
無
病
息
災
・
家
族
安
泰
を
祭
り
に
託
し
、
海
の
様
と
「
ま
き
網
船
」
を
模
し
た
も
の
と

伝
え
ら
れ
、
屋
台
は
船
、
担
ぎ
手
は
海
、
三
本
の
担
ぎ
棒
は
波
を
表
し
、
屋
台
に
乗
っ
た
囃
子
は
漁
民
の
喜
怒
哀
楽
を
表
し
て
い
る

と
い
う
【
写
真
3
参
照
】。
こ
の
屋
台
巡
行
は
、
ま
さ
に
漁
民
た
ち
の
信
仰
民
具
に
よ
る
漁
民
た
ち
の
祈
願
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
。

昭
和
五
七
年
以
降
に
は
、
各
神
社
の
祭
り
が
一
つ
に
な
っ
た
九
月
第
二
土
日
の
鴨
川
合
同
祭
に
、
他
の
神
輿
や
山
車
と
と
も
に
披

露
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
四
年
に
は
、
大
浦
水
公
団
を
保
存
団
体
と
し
て
、
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た（
18
）。

磯
村
弁
財
天
の
祭
礼
は
、
毎
年
正
月
の
祭
礼
と
巳
年
と
亥
年
の
式
年
大
祭
で
あ
る
。
祭
礼
の
変
遷
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

天
保
四
年
の
式
年
大
祭
に
、
漁
民
た
ち
の
海
の
様
と
「
ま
き
網
船
」
を
模
し
た
「
大
浦
の
担
ぎ
屋
台
」
が
出
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
磯
村
村
社
八
雲
神
社
を
は
じ
め
と
し
た
天
王
信
仰
に
よ
る
神
輿
や
山
車
の
巡
行
と
い
う
祭
礼
形
式
に
影
響
さ
れ
な
が
ら
、

「
担
ぎ
屋
台
」
と
い
う
と
く
に
漁
民
た
ち
に
特
有
な
信
仰
民
具
を
創
出
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
、
彼
ら
の
信
仰
心
が
そ
れ
ま
で
よ
り
も
強

く
な
っ
た
こ
と
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

四

鴨
川
弁
天
島
に
関
わ
る
信
仰
の
変
遷

第
二
・
三
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
現
在
の
鴨
川
弁
天
島
に
関
わ
る
信
仰
は
、
い
く
つ
か
の
変
遷
を
辿
っ
て
今
日
に
ま
で
至
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
明
ら
か
な
も
の
に
つ
い
て
整
理
し
考
察
す
る
。

鴨
川
弁
天
島
の
歴
史
は
、
前
章
ま
で
見
て
き
た
伝
説
や
習
俗
の
中
で
は
、
大
き
く
見
て
少
な
く
と
も
次
の
五
つ
の
時
代
と
変
遷
が

指
摘
で
き
る
。
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①
古
代
・
中
世
。
弁
才
天
像
が
金
剛
院
に
安
置
・
管
理
さ
れ
、
祭
祀
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
縁
起
で
は
承
和
一
三
年
（
八
四
六
）

に
遡
り
、
慈
覚
大
師
開
基
を
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
最
初
は
天
台
宗
寺
院
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
は
磯
村
前
面
の
浮
島
に

は
弁
才
天
は
祀
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
以
前
に
す
で
に
島
は
何
ら
か
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
何

ら
か
の
理
由
で
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
に
真
言
宗
に
改
宗
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
近
世
前
期
。
寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
に
浮
島
（
後
の
弁
天
島
）
に
遷
宮
さ
れ
、
慈
覚
大
師
作
弁
財
天
像
を
安
置
し
「
浮
島
弁
財

天
」
と
称
さ
れ
、
金
剛
院
が
別
当
寺
と
し
て
関
与
し
て
い
た
。
こ
の
遷
宮
の
時
点
に
、
信
仰
に
お
け
る
一
つ
の
変
化
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。

③
近
世
中
期
。
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
大
地
震
に
伴
う
大
津
波
に
よ
っ
て
建
物
と
ご
神
体
が
流
失
し
、
翌
年
宝
永
元
年
（
一
七

〇
四
）
に
ご
神
体
が
発
見
さ
れ
て
祠
が
再
建
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
）
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
慈
覚
大

師
作
の
弁
財
天
女
像
に
代
わ
っ
て
、
御
万
方
大
仏
師
杢
之
進
作
の
弁
財
天
女
の
新
像
が
祀
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
宝
暦
元
年

（
一
七
五
一
）
に
別
当
寺
金
剛
院
が
台
地
上
に
移
転
し
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
は
弁
財
天
の
新
本
殿
が
造
営
さ
れ
る
に
い
た
っ

た
。
こ
の
時
期
に
弁
天
島
の
管
理
運
営
や
信
仰
に
、
あ
る
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

④
近
世
後
期
。
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
の
祭
礼
に
、
大
浦
の
漁
民
の
担
ぎ
屋
台
が
出
現
し
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
も
と
は

村
社
八
雲
神
社
の
祭
礼
に
山
車
や
神
輿
の
巡
行
が
行
わ
れ
て
い
た
、
近
世
の
天
王
信
仰
に
よ
る
風
流
形
式
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、

漁
業
や
漁
村
の
発
展
な
ど
か
ら
、
漁
民
た
ち
の
大
漁
祈
願
・
航
海
安
全
等
の
信
仰
が
高
ま
り
、
海
と
船
を
表
現
し
た
漁
民
独
自
の

担
ぎ
屋
台
が
考
案
さ
れ
、
出
現
・
巡
行
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑤
明
治
時
代
。
神
仏
分
離
を
経
て
、
厳
島
神
社
と
し
て
登
録
さ
れ
、
完
全
に
別
当
寺
金
剛
院
の
関
与
が
な
く
な
っ
た
時
代
で
あ
り
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

以
上
指
摘
し
て
き
た
変
遷
の
中
で
、
呼
称
に
つ
い
て
も
「
浮
島
弁
財
天
」
と
呼
ば
れ
た
時
を
経
て
、「
磯
村
弁
財
天
」
と
称
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
弁
天
島
は
、
も
と
は
金
剛
院
の
土
地
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
明
治
の
神
仏
分
離
を
経
た
現
在
は
、
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千
葉
県
神
社
庁
で
は
な
く
、
大
浦
区
の
所
有
管
理
地
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
漁
民
や
地
域
社
会
に
お
け
る
弁
財
天
へ
の
思
い
や

信
仰
が
強
い
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
元
禄
一
六
年
の
大
津
波
被
害
か
ら
の
復
興
、
新
本
殿
造
営
と
新
尊
像
祭
祀
の
頃
か
ら
、
次
第
に
地
域
漁
民

に
よ
る
管
理
運
営
の
度
合
い
が
大
き
く
な
り
、「
磯
村
弁
財
天
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
最
初
は
寺
院
が
主
導
し

た
信
仰
が
、
時
代
と
と
も
に
漁
民
や
地
域
社
会
に
よ
る
信
仰
力
に
よ
っ
て
展
開
・
発
展
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
海
岸
地
域
に
お
け
る
信
仰
に
変
遷
を
促
し
て
き
た
大
き
な
原
因
と
し
て
、
具
体
的
に
は
寺
院
の
改
宗
伝
承
や
、

尊
像
の
流
失
伝
承
、
新
本
殿
の
造
営
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
た
び
た
び
の
地
震
・
津
波
被
害
に
よ
る
地
形
変
動
と
地
域
生
活

へ
の
影
響
は
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
参
考
ま
で
に
『
千
葉
縣
安
房
郡
誌
』
に
は
、
弁
財
天
が
祀
ら
れ
て
い
る
南
房
総
市
の
野

島
崎
が
、
元
禄
大
地
震
以
前
は
孤
島
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る（
19
）。

今
後
詳
細
な
調
査
が
必
要
に
は
な
る
が
、
こ
れ
ら
が

地
形
と
と
も
に
地
域
の
信
仰
・
宗
教
の
停
止
・
変
容
・
新
生
に
影
響
し
て
い
た
こ
と
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
五
来
重
や
野
本
寛
一
が
言
う
海
と
陸
の
接
点
に
あ
た
る
先
島
や
海
辺
の
ム
ラ
の
湾
口
島
は
、
古
く
海
の
彼
方
の
常
世
か

ら
神
が
依
り
着
く
飛
び
石
に
あ
た
る
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
弁
天
島
は
島
に
弁
財
天
を

祀
る
以
前
か
ら
神
聖
視
さ
れ
て
い
た
と
窺
え
る
こ
と
、
隣
に
あ
る
荒
島
に
つ
い
て
も
、
か
つ
て
磯
村
に
所
在
し
た
日
蓮
宗
寺
院
が
海

中
湧
現
の
釈
迦
如
来
立
像
の
感
得
伝
承
を
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら（
20
）、

鴨
川
の
弁
天
島
や
荒
島
も
、
ま
さ
に
そ
の
信
仰
景
観
に
該
当
す

る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
当
弁
天
島
や
荒
島
に
も
、
か
つ
て
神
が
依
り
着
く
信
仰
が
存
在
し
た
可
能
性
は
、
原
初
段
階

や
人
々
の
深
層
に
お
い
て
は
否
定
で
き
な
い
。
引
き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

千
葉
県
鴨
川
市
の
弁
天
島
を
対
象
と
し
て
、
島
に
関
わ
る
信
仰
に
は
、
古
代
以
来
現
在
ま
で
、
五
段
階
の
画
期
を
認
め
る
こ
と
が
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で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

具
体
的
に
は
、
地
域
に
弁
才
天
信
仰
を
伝
え
た
寺
院
が
主
体
と
な
り
祀
る
必
要
が
あ
っ
た
時
代
、
弁
財
天
を
島
に
祀
り
、
寺
院
が

別
当
寺
と
し
て
信
仰
を
さ
さ
え
た
時
代
、
元
禄
の
大
津
波
を
契
機
と
し
た
新
弁
財
天
像
と
新
本
殿
造
営
の
時
代
、
天
王
信
仰
に
影
響

さ
れ
、
祭
礼
に
漁
民
の
担
ぎ
屋
台
が
出
現
し
た
時
代
、
明
治
の
神
仏
分
離
に
よ
り
神
道
が
管
理
す
る
厳
島
神
社
と
な
り
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
で
指
摘
す
る
変
遷
は
、
鴨
川
弁
天
島
「
磯
村
弁
財
天
」
の
信
仰
伝
承
の
分
析
に
よ
り
得
ら
れ
る
、
今
後

の
調
査
研
究
の
仮
説
で
、
他
の
文
献
資
料
等
に
よ
り
検
証
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る（
21
）。

こ
れ
ら
の
変
遷
は
、
大
き
く
見
る
と
、
寺
院
の
力
が
強
い
時
代
か
ら
、
後
に
地
域
社
会
の
信
仰
力
に
よ
っ
て
展
開
・
発
展
し
て
き

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
弁
天
島
は
、
弁
財
天
を
勧
請
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
変
遷
の

歴
史
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
今
後
は
、
海
岸
地
域
に
お
け
る
信
仰
生
活
の
特
徴
と
し
て
、
地
震
・
津
波
の
被
害
に
よ
る
影
響
を
考

え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

註（
1
）
笹
間
良
彦
『
新
装
版

弁
才
天
信
仰
と
俗
信
』「
第
一
章

弁
才
天
の
様
相
」
雄
山
閣

平
成
二
九
年
（
原
本
平
成
三
年
）

六
〇
～
六

二
頁

（
2
）
五
来
重
『
宗
教
民
俗
集
成
7
「
宗
教
民
俗
講
義
」』「
Ⅰ
・
古
代
宗
教
に
お
け
る
海
と
山
」
角
川
書
店

平
成
七
年

八
～
三
九
頁

（
3
）
野
本
寛
一
『
神
と
自
然
の
景
観
論
―
信
仰
環
境
を
読
む
―
』「
第
二
章

地
形
と
信
仰
の
生
成
」
講
談
社

平
成
一
八
年

四
九
～
五

七
、
一
六
〇
～
一
六
八
頁
（
原
本
は
『
神
々
の
風
景
―
信
仰
環
境
論
の
試
み
』
白
水
社
、
平
成
二
年
）

（
4
）
鴨
川
市
教
育
委
員
会
『
鴨
川
町
の
あ
ゆ
み
』
「
鴨
川
町
の
古
代
・
中
世
・
近
世
」（
浅
岡
力
筆
）
平
成
二
三
年

一
六
～
一
七
・
三
一

頁

（
5
）
令
和
五
年
、
筆
者
現
地
調
査
。
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（
6
）
鴨
川
市
『
新
訂

鴨
川
町
誌
』「
第
二
章

町
村
の
沿
革
」
平
成
六
年
（
原
本
鴨
川
町
、
大
正
五
年
・
一
九
一
六
）

七
頁

（
7
）
前
掲（
4
）「
鴨
川
町
の
近
代
・
現
代
」（
高
林
直
樹
筆
）

八
七
～
八
八
頁

（
8
）
令
和
五
年
、
筆
者
現
地
調
査
。

（
9
）
前
掲（
4
）
浅
岡
、（
7
）
高
林

五
七
、
八
八
、
九
四
頁

（
10
）
令
和
五
年
、
筆
者
現
地
調
査
。

（
11
）
前
掲（
7
）
高
林

一
〇
四
～
一
〇
五
頁

（
12
）
令
和
五
年
、
筆
者
現
地
調
査
。

（
13
）
千
葉
縣
『
千
葉
縣
寺
院
明
細
帳
』（
安
房
國
安
房
郡
4
）

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）

（
14
）
前
掲（
6
）「
第
八
章

神
社
」
二
四
頁

（
15
）
前
掲（
4
）
浅
岡

五
一
～
五
三
頁

（
16
）
千
葉
県
神
社
庁
『
千
葉
県
神
社
名
鑑
』「
安
房
支
部
」
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）

八
二
五
～
八
二
六
頁

（
17
）
太
田
辰
蔵
「
磯
村
・
弁
天
様
の
巳
年
本
開
帳
に
つ
い
て
」
鴨
川
図
書
館
『
鴨
川
風
土
記
』
創
刊
号
所
収

昭
和
五
五
年

（
18
）
鴨
川
市
『
鴨
川
市
史
・
通
史
編
』「
第
六
編

民
俗
」（
小
島
孝
夫
筆
）

平
成
八
年

九
五
二
頁

（
19
）
千
葉
縣
安
房
郡
教
育
会
『
千
葉
縣
安
房
郡
誌
』
大
正
一
五
年
（
一
九
二
五
）

九
四
頁

（
20
）
前
掲（
4
）
三
七
～
三
八
頁

宇
田
哲
雄
「
南
房
総
海
岸
地
域
の
日
蓮
宗
寺
院
磯
村
山
釈
迦
寺
所
蔵
『
磯
村
山
釈
迦
寺
縁
起
』」『
儀
礼
文
化
』
第
十
二
号

令
和
六

年

（
21
）
千
葉
徳
爾
「
地
域
研
究
と
民
俗
学
」『
日
本
民
俗
学
講
座
』
朝
倉
書
店

昭
和
五
一
年

（
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
研
究
員
）




